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小教育生生発第１２１号

平成３０年５月１６日

小金井市文化財保護審議会

会長二宮修治様 麗憲小金井市教育委員会

教育長大熊雅

、

小金井市文化財追加登録について（諮問）

このことについて、平成３０年第５回教育委員会定例会で協議した結果、ノ

文化財保護条例第４[１条の規定に基づき、下記事項について諮問いたします。

小金井市

記

１諮問事項

小金井市文化財追加登録について

２案件

（１）名称 陸軍技術研究所境界石杭

（りくぐんぎじゅつけんきゆうじょきょうかいいしぐい）

１基

小金井市本町五丁目３１番地の路肩

け）小金井市

(ｲ）鈴木康政

(2)

(3)

(4)

員数

所在の場所

所有者

（５）その他 既に同じ規格の境界石杭１基が、平成２３年４月２５日に登録

第４号として文化財登録され、文化財センターに保管、公開さ

れている。



資料

１登録番号第４号（平成２３年４月２５日登録）

陸軍技術研究所境界石杭

（りくぐんぎじゆつけんきゆうじょきょうかいいしぐい）

市登録有形文化財（歴史資料）

２名称

３種別

４登録基準小金井市文化財の指定及び登録の基準に関する要綱（平成１８年４

月５日制定）第９条第２号

ｓ員数１基く追加）計２基

６所在の場所

（１）既登録物件

（２）追加物件

小金井市緑町３丁目２番３７号（小金井市文化財センター）

小金井市本町５丁目３１番地

７所有者の氏名又は名称及び住所

（１）名称：小金井市住所小金井市本町六丁目６番３号

（２）氏名：鈴木康政住所Ｕ､金井市本町五丁目３１番１号

内容及び登録理由

現在の貫井北町・桜町・本町一帯の約５７万坪は、昭和１５年（１９４０）か

ら昭和１７年（１９４２）にかけて、陸軍技術研究所として陸軍に強制買収され

た。買収用地は万年塀で囲われ、第一・第二・第三・第五・第七・第八の６技術

研究所が都内から移転してきたが、まもなく終戦を迎えた。境界石杭は、全長１

，，１２cm角の花崗岩製で、側面に「陸軍」と刻まれており、陸軍用地の境界の

各所に設置されたものである。

追加登録する境界石杭は、本町五丁目３１番地の路肩に現敷地境界杭として残

存しており、杭の大半が地下に埋設され、上部１５cmが地上に露出している。戦

争遺跡である旧陸軍技術研究所の存在を現地に示す遺物として貴重である。

８



旧陸軍技術研究所の範囲と石杭の位置

域：

撒蕊1薑|’

文化財登録済みの石杭

（登録第４号）
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